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平 成 23 年 度 国 民 健 康・栄 養 調 査 の 報 告に よ れば 、す べ ての 世 代 に お いて 、野 菜 の摂 取 量 の不

足 が 挙 げ ら れ てい る が 、野 菜 の 摂 取 量 不足 に 限ら ず 、若 年 世 代で は 食 生活 の 乱 れ が 顕 著で あ る 。

暮 ら し 形 態 や 世帯 収 入の 要 因 が 食 生 活と 関 連し て い る 可 能 性が あ るた め 、 本 研 究 の課 題 1 と し

て 、 学 生 354 名 を 対 象に ア ン ケ ー ト 調査 を 実施 し 、 食 生 活 が乱 れ る要 因 が ど こ に ある か を検 討

し た 。 そ の 結 果 、 朝 食 の 欠 食 状 況 や 朝 晩 の 野 菜 の 摂 取 状 況 は 暮 ら し 形 態 と の 関 連 が 示 唆 さ れた

が 、 昼 食 時 の 野 菜 の 摂 取 状 況 は 暮 ら し 形 態 や 予 算 が 関 連 し て い な い こ と が 明 ら か に な っ た 。こ

の こ と か ら 、 下 宿 生 に 限 ら ず 、 す べ て の 学 生 が 昼 食 時 は 野 菜 が 摂 取 し に く い 環 境 に あ る こ とが

考 え ら れ た 。  

 

野 菜 の 摂 取 量 が 不 十 分 で あ る 要 因 と し て 、 野 菜 の 有 用 性 や 必 要 性 が 十 分 に 理 解 さ れ て い な い

こ と が 考 え ら れ る 。 野 菜 の 各 成 分 を 評 価 し た 疫 学 研 究 や 短 期 間 野 菜 を 中 心 と し た 食 事 介 入 の報

告 は な さ れ て い る が 、 実 際 に 野 菜 を 継 続 的 に 摂 取 し て 、 ど の よ う な 成 果 が 見 ら れ る か を 評 価し

た 論 文 は 少 な い 。 そ の 理 由 と し て 、 長 期 的 な 食 事 介 入 が 困 難 で あ る こ と や 野 菜 の 効 果 を 単 一に

評 価 す る こ と が困 難 であ る こ と が 理 由に あ ると 考 え ら れ る 。本 研 究の 課 題 2 と して 、 野 菜の 摂

取 量 を 継 続 的 に増 加 する こ と で 、血液 レ ベ ルで ど の よ う な 変化 が 得ら れ る か を 検 討し た 。 14 名

の 男 子 学 生 を 対象 と して 、 平 日 の 昼 食時 に 野菜 を 持 参 し 、 摂取 す る介 入 を 8 週 間行 っ た 。そ の

結 果 、介 入 の 前 後 で d-ROMs で 有 意 な 減 少（ p=0.049）、潜 在 的 酸 化能 を 示す B/d 比（ BAP/d-ROMs）

で 有 意 な 増 加 （ p=0.018） が 見 ら れ た 。ま た 、介 入 の 実 施 日 数 の 30 日を 基 準 に 二 群 に分 け 、群

ご と に 介 入 の 前後 で 血液 の 変 化 を 比 較し た とこ ろ 、 実 施 日 数の 多 い群 で HDL コ レス テ ロ ール の

有 意 な 増 加 （ p=0.020）、 血 清 鉄 の 有 意 な 増 加 （ p=0.010）、 平 均 赤 血 球 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 で 有 意

な 増 加（ p=0.010）が 見ら れ た 。継 続 的な 野 菜 の摂 取 量 増 加 が 血清 鉄 の増 加 や 貧 血 指 標へ の 改善 、

HDL コ レ ス テ ロ ー ル の 増 加 、 酸 化 ス ト レ ス の 減 少 、 抗 酸 化 力 の 向 上 に は た ら く 可 能 性 が 示 唆 さ

れ た 。  

 

本 研 究 よ り 、 学 生 の 昼 食 時 の 食 事 改 善 は 血 液 レ ベ ル で の 改 善 効 果 を 生 む 可 能 性 が 示 唆 さ れ た

が 、 学 生 の 昼 食 は 暮 ら し 形 態 等 の 影 響 を 受 け な い た め 、 個 人 の 習 慣 の 改 善 だ け で な く 、 食 堂等

の メ ニ ュ ー や 環境 な どの 整 備 が 不 可 欠あ る と考 え ら れ た 。  

研究成果発表方法  
[発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る 。 ] 

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 

 

今 後 、 国 内 の 栄養 関 連の 学 術 雑 誌 及 び学 会 で発 表 を 予 定 。  

 

 
 


